
（別紙様式４－１）                                              （県立高等学校・中学校用） 

 
熊本県立天草拓心高等学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価表 

 

 

１ 学校教育目標 

 「夢は空より高く 心は海より広く 道を拓かん」の校訓と「熊本の心」を基本理念とし、心豊かな人間性

と活力にあふれた生徒一人一人の個性を十分に発揮させ、これからの未来を創造する魅力あふれる人材の育成

と活気あふれた学校づくりを全力で目指す。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）確かな学力を育成し、生徒一人一人に応じた指導の充実を図る。 

ア 「主体的・対話的で深い学び」を通して、自ら課題を解決するための思考力、判断力、表現力等

を育む。 

イ 生徒の特性等を把握し、きめ細やかな教育を行う。 

ウ キャリア教育を通して社会的・職業的に自立できる態度を育む。 

（２）豊かな情操と道徳心を培う。 

ア 生命を大切にする心や寄り添う心を育み、他者と協働できる態度を養う。 

イ 規律意識を身に付け、善悪を判断し自らを律する力を養う。 

ウ 我が国の伝統と文化を尊重する態度と、グローバルに対応できる能力を育む。 

（３）心身の健康を自己管理する態度を養う。 

ア 望ましい食習慣を含めた生活習慣を確立するための態度を養う。 

イ 情報モラル教育を推進し、より良い言語環境を通じて人権尊重の精神を育む。 

ウ 適正で魅力ある部活動を推進する。 

 

３ 自己評価総括表 

評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小 項 目 

学校 

 

経営 

学校経営方

針 

 

 

 

・学校経営上の課

題を踏まえた経営

方針を全教職員に

周知徹底し理解さ

せる。 

・全教職員に学

校経営方針を認

識させ、組織の

一員として、す

べての教育活動

での実践を目指

す。 

・合同の職員会議や研

修を通して校舎間の連

携をさらに深め、魅力

ある教育活動の実践を

図る。各主任主事が日

程の調整及び連絡体制

を確立する。 

 

 

 

Ａ 

・学校評価アン

ケートでも生徒

・職員の方針理

解度が増加傾向

である。保護者

への周知が課題

である。 

開かれた学

校づくり 

 

 

・学校経営方針に

沿った魅力的教育

活動を発信する。 

・中高連携や高

大連携及び企業

連携を通して本

校教育の魅力を

発信する。 

・地域連携事業の推進と

ＨＰを利用した情報発

信による魅力創造。 

・新しい生活様式を踏

まえて、生徒の活躍の

場を見ていただく機会

を作る。 

 

 

 

Ｂ 

・可能な限り情

報発信に努めた

が、実施できな

い教育活動等も

あり、もう一工

夫必要であっ

た。 



業務改善・

学校改革 

 

 

 

・生徒と向き合う

時間の確保。 

 

 

・教職員の働き方

改革。 

 

・朝会及び放課

後の会議数等の

減少。 

 

・ライフワーク

バランスを考慮

した働き方の見

直し。 

・朝会の週１回の実施

で学年連絡の充実と

SHRにおける時間の確

保。 

・各主任主事と連携を

して、校務分掌におけ

るOJTに積極的に取組

む。 

・部活動指導の負担軽

減。 

 

 

 

 

Ｂ 

・生徒との時

間確保は安定

してできた

が、会議数の

削減が課題で

ある。 

・教職員の年

休取得日数が

増加した。 

学力 

 

向上 

授業の工夫

・改善 

 

 

 

・教育課程研究 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ環境改善 

・研究指定校事

業を通じたわか

りやすい授業及

び教育課程の研

究。 

 

・遠隔授業にも

対応できるICT

環境の整備推

進。 

・地域協働推進企画部

（本渡）・教育課程研究

指定校事業推進委員会

（マリン）と連携し、授

業アンケートの改善や新

教育課程の編成を行う。 

・他校の取り組みを研究

し、本校の実情にあった

体制で導入し、ICT機器

の利用法について教職員

への研修を行う。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

・アンケート

改善を実施、

新教育課程の

編成を進めて

いる。 

・研修とＩＣ

Ｔ機材の整備

を進め、一部

遠隔授業も実

施したが、無

線ＬＡＮ等整

備が課題。 

キャ

リア

教育 

(進路

指導) 

職業観・勤

労観の育成

と進路意識

の向上並び

に進路に関

する諸能力

育成を目指

したキャリ

ア教育の充

実 

 

 

 

 

・進路情報の発信

や進路希望等の情

報の共有ができて

いるか。 

・家庭、学校、関

係機関との連携を

強化し、個々の生

徒に適した指導を

充実させる。 

・進路部や学年部

の連携を綿密に行

う。 

・保護者への進路情報 

提供を学期毎に実施す 

る。 

・進路希望調査や模擬 

試験等を集約し、自己 

の現状を把握し、目標 

達成のためのプロセス 

を設定させる。 

・連絡会や打ち合わせ等 

を月１回以上実施する。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

進路だよりを毎

学期、発行・配

布したが、学校

評価アンケート

の結果から保護

者側に伝わって

いない様子があ

る。ＷＥＢサイ

ト等を活用した

発信も検討して

いきたい。 

・体験活動や各種

見学会への参加、

進路講話等は充実

していたか。 

 

・体験活動や各種

見学会への参加率

を高める。 

（目標８０％） 

・進路に関するＬＨＲや 

進路講話等を各学期に実 

施する。 

・職場見学や進路説明会 

への参加啓発指導を行 

う。 

・キャリアサポーターに 

よる個別面談指導や講話 

を行う。 

 

 

 

Ａ 

・各学期に進路

関係行事を実施

するとともに、

校外説明会など

も参加啓発でき

た。キャリアサ

ポータ－による

個別面談や講話

も実施できた。 



・生徒一人一人の

特性等に応じた、

きめ細やかな進路

指導 

・生徒の特性や適

正等を把握し、そ

れらの結果を踏ま

えて生徒の進路希

望を尊重した進路

指導を行う。 

・キャリア教育の視点で 

３年間の学習活動を整理 

し、検討する。 

・生徒の特性や適性を把 

握するための検査を実施 

する。 

・進路希望調査を各学期 

に実施する。 

・担任等による個別面談 

を各学期に実施する。 

 

 

 

 

Ａ 

・進路適性検査

や進路希望調査

を予定どおりに

実施できた。ま

た、それらの結

果を個別面談等

に活用し、進路

指導につなげる

ことができた。 

生徒 

 

指導 

規範意識の

醸成 

～他律から

自律へ～ 

・基本的生活習慣

の定着について 

・挨拶の励行 

・自ら挨拶ので

きる生徒の育成 

・登校指導時の挨拶励

行。(生徒会活動含) 

・教職員及び生徒間の

挨拶に対する意識調査

を行い改善に繋げる。 

・毎朝の登校指導を行

い、継続的な指導を実

践する。 

・スマホ等の依存から

くる生活の乱れを全校

集会やＨＲ等を利用し

て改善する。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・生活委員会で

学期に１回挨拶

運動をおこなっ

た。登校指導へ

は全職員で実施

することができ

た。遅刻が常習

化している生徒

への指導が課題

である。 

・清々しい整容 ・年７回の整容指導を

実施する。 

・生徒自身の整容面へ

の意識向上を目的とす

る主旨を踏まえ、教職

員間の連携を図りなが

ら、日常の整容意識に

より力を入れる。 

 

 

 

Ａ 

・整容指導の再

指導の生徒は減

ってきている。

今後、職員間で

協力しながら、

日常を変え、意

識を変える。 

 ・寮生活の充実 

(マリン校舎) 

 

・マリン校舎１２８名中

６９名が寮生である様

々な課題を抱えて入学

してくる生徒もいるが

環境が変わることによ

って成長し、寮の雰囲気

が年々よくなっている。

この雰囲気を維持する

ために舎監を含め教職

員が安全・安心な寮づく

りに努める。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・人間関係トラ

ブルもあったが

、各部署での早

期対応もあり大

きな問題となら

なかった。長期

欠席、中途退寮

者もなかった。

できる限りのコ

ロナ対策を行い

、安心･安全な寮

生活を送ること

ができた。 



 ・交通ルールの遵 

守 

・自転車・原付

の乗車マナーの

指導徹底。 

・交通違反件数

の削減（昨年比

１０％減少） 

 

・交通事故件数

の削減 

・自転車通学生及び原

付通学生に対しての講

習会の実施。 

・通学生集会や講演会

や教材等を活用し命の

尊さについて考える機

会をつくる。 

・交通安全に関する標

語やポスターの掲示を

行うなど、啓発活動を

活発にする。 

・交通事故現場での対

応マニュアルを生徒へ

配付する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

事故に関して、

年度当初は昨年

の１９件を上回

るペースだった

が、集会での講

話等の効果もあ

り、結果的に６

件に納めること

ができた。原付

通学生以外の事

故・違反への指

導が次年度の課

題である。 

人権 

教育 

の 

推進 

差別やいじ

めのない学

校・学級づ

くり 

・生徒の人権感

覚を身につける

教育活動を推進

することができ

たか。 

・常勤教職員の

９割以上が校外

研修に参加する

などし、教職員

の人権教育への

実践力を高めて

教育活動にあた

る。 

・校外研修の年間参加

計画を作成する。 

・「教科等の授業にお

ける人権教育の実践」

に取組み、この実践を

題材として校内研修を

行う。 

 

 

 

Ｂ 

・校内研修は

実施すること

ができたが、

コロナ禍の影

響もあり、校

外への参加は

できなかっ

た。 

「命を大切

にする心を

育む指導」 

早期発見・

早期対応 

・相談できる環境

づくり組織的な対

応 

・相談体制の充

実 

・個人面談期間を活用し

、生徒が相談しやすい環

境や機会をつくる。 

 

Ａ 

・年間を通して

個別面談を実施

できた。 

・いじめに関す

るアンケートの

実施 

 

・スクールサイ

ンの有効活用 

・年に３回いじめに関

するアンケート調査を

実施し、早期に発見し

対応する。 

・スクールサインに対し

ての迅速な対応を行い、

早期対応に繋げる。 

 

 

 

Ａ 

・アンケート結

果やスクールサ

インを活用し、

職員間で情報共

有をおこない迅

速な対応ができ

た。 

読書

指導 

豊かな心と思

考力の育成を

目指した読書

活動の活性化 

・図書館利用率

（図書の貸し出し

数）の向上。 

・生徒貸出数１

人あたり年平均

本渡校舎６冊、

マリン校舎１２

冊を目指す。 

・朝読書の時間確保、図

書館便りの発行、図書館

における読書環境の整

備、生徒図書委員会活動

の活性化。 

 

 

 

Ｂ 

・本渡校舎は目

標にわずかに届

かない見込みだ

が、マリン校舎

ではほぼ達成で

きる見込みであ

る。さらなる工

夫をしたい。 

いじ

めの

防止 

等 

いじめ根絶

のための啓

発活動 

・組織的な対応 ・いじめ防止対

策会議の充実 

・教育相談部など他部署

と連携を深め、いじめ防

止対策会議を適宜開催

し、対応策、未然防止策

を全職員で共有する。 

 

 

Ａ 

・担任・学年・他

分掌部とも連携

を図りながら、

組織的な対応が

できた。 



いじめ根絶

のための啓

発活動 

・人権感覚を育

み、良好な人間関

係構築のための支

援 

・具体的行動指

標や標語、ポス

ター等の作成 

・集会で本校のいじめ根

絶宣言を全校生徒に周

知する。またいじめ根絶

に向けたポスター掲示

や標語の募集を行い、生

徒自らが人権感覚を磨

く機会をつくる。 

 

 

 

Ｂ 

・コロナ禍で集

会はできなかっ

たが、各クラス

での人権教育Ｌ

ＨＲを充実さ

せ、人権感覚を

磨く機会をつく

った。 

安全 

教育 

事故防止の

徹底と安全

な避難 

・校内の安全点検 

 

・危機管理マニュ 

アル、防災マニ 

ュアルに沿った 

取り組みを実施 

・安全点検の徹

底 

・防災意識の高

揚 

 

 

・災害時迅速な

連絡周知 

・安全点検を学期に一度

実施する。 

・防災訓練の実施、防災

研修で危機管理マニュ

アル、防災マニュアルの

周知徹底。 

・災害時は緊急メールで

注意喚起する。 

 

 

 

 

Ａ 

・安全点検を月

１回実施するこ

とができた。防・

消火避難訓練で

防災意識の高揚

を図った。 

・9/6台風１０

号では防災型Ｃ

Ｓとして避難所

協力ができた。 

地域

連携 

(ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ・ｽ

ｸｰﾙな

ど) 

保護者や地

域等との連

携 

 

・地域振興のため

地元自治体、企業

へ協力・育友会と

の連携 

 

 

 

・広報活動の充実 

・地域産業振興

に協力し、学校

教育に活かす。 

・育友会と連携

し学校行事の充

実に協力を得

る。 

・地域に情報を

発信する。 

・地域企業の製品開

発、本校の実習製品開

発に協力し合い協同開

発を進める。 

・育友会と連絡を取

り、学校行事へ協力し

て頂く。 

・教育活動の様子をホ

ームページで発信する

など情報発信に努め

る。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・ＳＢＰ活動で

防災非常食を製

造した。地協は

２年目となり、

ＡＦＬ科におい

て研究活動を深

めている。 

・育友会より、

長距離走大会時

の交通指導、パ

ンの配付をして

いただいた。 

・ホームページ

も随時更新する

ことができた。 

 


